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１．概要　

・商品マスタに対して、軽減税率対象商品であることを識別するために「消費税分類」という項目を新設しました。

・飲食料品（注意）は軽減税率対象のため ８％ が消費税額となります。ただし、イートイン・スペースでお召し上がりになった場合は、
　外食（注意）とみなされて、10% が消費税額となります。当システムでは、そのどちらにも対応できるようにしております。

（注意）外食の定義は「飲食の設備を設置した場所で行う食事の提供」とされています。また、飲食料品という定義も細かく整理されています。
　　　　具体的な事例や法令の解釈につきましては、Ｗｅｂで「消費税の軽減税率に関するＱ＆Ａ」で検索していただきますと、国税庁の詳細
　　　　資料を入手することができます。恐れ入りますが、そちらにてご確認ください。

↓こちらから詳細情報をダウンロードすることができます。

商品マスタ ～「軽減税率対象品」識別項目を追加

飲食料品の定義がわかります。 

外食の範囲について細かく説明されています。 
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２．商品マスタ検索 ～ 機能追加　

(1) 軽減税率対象商品の検索

・検索条件欄に「□軽減のみ」という項目が新設されています。
　☑軽減のみ・・・軽減税率対象として設定された商品のみ検索します。
　□軽減のみ・・・軽減税率対象の設定を問わすに検索します。

・軽減税率対象商品のみを検索した結果は、以下のような表示となります。

└> 課税区分の欄に赤文字で「軽」と表示していることで識別することができます。
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２．～ つづき

(2) 一括変更機能 ～「軽減切替」キー新設
①商品区分にて「介護食関連」等により食品のみを分類できている場合、検索結果は以下のようになります。

軽減切替 

現在、「介護食関連」として登録されている 

商品が検索された状態です。 

※まだ「軽減税率」が未設定の状態ですので、

「軽」の表示はありません。 

表示内容を確認のうえ、Ｆ１１「軽減切替」 

をクリックしてください。 

【 3 ／ 16 】  Ver.2019.10.01補足資料



２．- (2) ～ つづき

②F11「軽減切替」をクリックすると以下の確認メッセージが表示されますので、必ずご確認のうえ実行指示願います。

↓前ページで検索された3品の商品が、一括で「軽減税率」対象に設定できた状態です。

【 注意事項 】・当画面では、複数の商品をまとめて「軽減税率」対象と設定する機能ですので、検索結果に非対象商品が含まれている場合、
　一括更新後に訂正する必要があります。

・最終的に軽減税率の設定を終えた段階で、対象商品に間違いがないかどうかの最終確認作業を確実に行ってください。

「軽減税率」として設定されたので、 

「軽」と表示されます。 
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２．- (2) ～ つづき

③軽減税率の対象商品群をまとめて「標準税率」に変換する場合（前項-②の逆の動作）、まず軽減税率対象商品を抽出してください。

└> 現在、軽減税率として設定している３品が検索された状態です。この状態で、F11「軽減切替」をクリックしてください。
　　軽減税率となっている商品を「標準税率」に戻す処理が実行されます。

☑軽減のみ → この条件で検索します 

ここを「いいえ」としてください。 

前項-②と逆の動作を行います。 

最初に検索した３品がすべて「標準税

率」に設定されたため、軽減税率のみで

再検索された結果、データがありません

でしたというメッセージとなっています。
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３．商品マスタ登録画面 ～ 軽減対象商品の設定方法　

・軽減税率対象商品の場合、「消費税分類」を「軽減税率」としてください。軽減税率の対象でない場合は、初期値の「標準税率」としてください。

・既に登録済みの商品マスタに対して「消費税分類」を設定した場合、価格情報の税込み単価の修正も必要となります。ご注意ください。

・新規登録の場合、「消費税分類」を設定したあとに単価情報を登録していただくと、税抜き単価、税込み単価とも空欄であれば片方に新単価を
　登録すると自動的にもう片方の単価が正しい税率で自動計算されます。

消費税分類に応じた「税込み単価」と 

なっていることを必ずご確認ください 
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４．商品マスタ ～ 取引先別「単価登録」画面の表示変更　

(1) 商品単価情報の関連図

※商品マスタのF7「単価設定」にて起動される「仕入単価／卸売単価　設定画面」は、
　それぞれ仕入先登録画面、代理店登録画面からF3「単価」にて起動される画面と
　同じ単価情報として共有しています。

商品マスタ登録～F7「単価設定」

仕入先登録～F2「単価」 代理店登録～F2「単価」

単
価
情
報
～
共
有
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４．～ つづき

(2) 仕入単価／卸売単価　設定画面 → 商品マスタ登録画面から起動

(3) 仕入単価　設定画面 → 仕入先マスタ登録画面から起動
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４．～ つづき

(4) 代理店卸売単価　設定画面 → 代理店マスタ登録画面から起動

※注意事項※

　4項で説明した「仕入単価及び、代理店卸売単価の登録画面」は、当該商品が「軽減税率」の対象かどうかの識別ができません。
　また単価設定を行う場合も、消費税計算が 8% の判定が出来ていません。お手数ですが、手入力で 8%税込み単価を設定してください。
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１．伝票入力時の設定 ～ 売上系　

(1) 購入品伝票画面における「軽減税率」対象商品の表示：見積・受注・売上共通
①基本設定：外税（税抜き）設定の場合

※出荷日付（＝売上計上日）が 9月30日までは
　従来通り「8%外税」という標記となります。

②基本設定：内税（税込み）設定の場合

※出荷日付（＝売上計上日）が 9月30日までは
　従来通り「8%内税」という標記となります。

各伝票における「軽減税率対象品」の設定について

・明細行で、軽減税率対象商品を設定した場合、 

 課税区分は「8%外税軽減」という標記となり 

 単価には税抜単価である 200円がセットされた 

 状態となります。 

 

・イートインで 10% とする場合は、商品設定後、 

 手入力で「10% 外税」と指定してください。 

 ※イートインで 10% となった場合は、軽減の 

  対象外ですので、通常商品と同じ表示となり 

  ます。 

・明細行で、軽減税率対象商品を設定した場合、 

 課税区分は「8%内税軽減」という標記となり 

 単価には税込単価である 216円がセットされた 

 状態となります。 

 

・イートインで 10% とする場合は、商品設定後、 

 手入力で「10% 内税」と指定してください。 

 ※イートインで 10% となった場合は、軽減の 

  対象外ですので、通常商品と同じ表示となり 

  ます。 
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１．～ つづき

(2) 代理店卸売伝票における「軽減税率」対象商品の表示：見積・受注・売上共通
①基本設定：外税（税抜き）設定の場合

※出荷日付（＝売上計上日）が 9月30日までは
　従来通り「8%外税」、「8%内税」という標記
　となります。

②基本設定：内税（税込み）設定の場合
※代理店との取引においてはイートインはありま
　せんので、軽減対象商品で10%を指定すること
　はありません。

※左図の例では、取引先を指定していないため、
　単価の引用がありませんが、取引先を先に
　指定した場合は、当該代理店に登録されている
　単価が引用されます。

・卸売の場合も購入品同様、基本設定に応じた 

 表示となります。（外税、内税とも） 

 

・通常は、先に取引先を指定したあとに明細入力を 

 行いますので、取引先の設定が外税／内税により 

 明細の課税区分は決定しますが、先に明細入力を 

 行い、あとで取引先を指定すると課税区分が一致 

 しない場合があります。ご注意ください。 
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２．伝票入力時の設定 ～ 仕入系　

(1) 発注伝票

※発注日付が 9月30日までは
　従来通り「8%外税」、「8%内税」という標記
　となります。

(2) 仕入伝票

※入荷日付（＝仕入計上日）が 9月30日までは
　従来通り「8%外税」、「8%内税」という標記
　となります。

・発注の場合も売上系同様、基本設定に応じた 

 表示となります。（外税、内税とも） 

 

・通常は、先に仕入先を指定したあとに明細入力を 

 行いますので、仕入先の設定が外税／内税により 

 明細の課税区分は決定しますが、先に明細入力を 

 行い、あとで仕入先を指定すると課税区分が一致 

 しない場合があります。ご注意ください。 

・仕入の場合も売上系同様、基本設定に応じた 

 表示となります。（外税、内税とも） 

 

・通常は、先に仕入先を指定したあとに明細入力を 

 行いますので、仕入先の設定が外税／内税により 

 明細の課税区分は決定しますが、先に明細入力を 

 行い、あとで仕入先を指定すると課税区分が一致 

 しない場合があります。ご注意ください。 
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３．区分記載請求書の出力設定　

(1) 環境設定 → マスタ／⑯環境マスタを起動し、マスタ選択に「420」を指定してください。
・区分記載請求書（税率毎の合計行を追加したもの）
　を出力するためには、左図の環境マスタの設定が
　必要となります。

・初期値はすべて「印刷しない」という設定です。
　必要に応じて設定してください。

(2) すべて「印刷する」設定方法

・すべて数値項目に "1" を設定した状態です。

・卸売、購入、住改に関しては、取引区分「現金」（その都度請求取引）の場合に限り、印刷可能となっています。
　└> 掛売りの場合は、締め請求書が「区分記載請求書」となっているため、伝票からの印刷はできません。
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３．～ つづき

(3) 代理店卸売伝票からの区分記載請求書の印刷

・軽減税率対象商品の場合、行Noの下に「☆」が印字されます。
・最終行に、標準税率10% の税込み合計行と、軽減税率８％ の
　税込み合計上が印字されています。

・区分記載請求書のプレビュー画面を閉じますと、従来通りの納品書・
　受領書の印刷指示画面が表示されます。

※区分記載請求書は、従来の納品・受領書とは別に印刷が追加された
　こととなります。必要に応じて印刷してください。

取引区分「現金」の場合のみ、 

印刷することができます。 
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３．～ つづき

(4) 購入品伝票からの区分記載請求書の印刷

・軽減税率対象商品の場合、行Noの下に「☆」が印字されます。
・最終行に、標準税率10% の税込み合計行と、軽減税率８％ の
　税込み合計上が印字されています。

・区分記載請求書のプレビュー画面を閉じますと、従来通りの納品書・受領書の印刷指示画面が表示されます。

※区分記載請求書は、従来の納品・受領書とは別に印刷が追加されたこととなります。必要に応じて印刷してください。

取引区分「現金」の場合のみ、 

印刷することができます。 
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３．～ つづき

(5) 代理店 ～ 締め請求書の変更

・軽減税率対象商品の場合、行Noの下に「☆」が印字されます。
・最終行に、標準税率10% の税込み合計行と、軽減税率８％ の税込み合計上が印字されています。
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